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Ⅰ．はじめに
・本報告の内容
裁判員裁判の導入された理由、制度の特徴と課題。また、裁判員裁判以外の国民の司
法参加について。
Ⅱ．概要
(１)裁判員裁判が導入された理由
　国民の司法参加を拡充して司法への国民の信頼をさらに強固にするための方策として、一般の国民が裁判官とともに責任を分担し、協働する制度を導入するという理由で裁判員裁判が導入された。
(２)裁判員裁判とは
　衆議院議員の選挙権を有する国民が裁判員として刑事裁判に参加して、被告人が有罪か無罪か、また有罪の場合どのような刑にするのかを裁判官とともに決める裁判のこと。裁判員は事件ごとに選ばれ、評決方法は多数決を採用している。ただし裁判官、裁判員のそれぞれ１人以上の賛成が必要となる。
(３)陪審制と参審制
・陪審制
市民から選ばれた陪審員が、裁判官とは独立して犯罪事実の認定を行い、有罪か無罪を決定する制度。事件ごとに陪審員が選ばれる。
採用している国　アメリカなど
・参審制
市民から選ばれた参審員が裁判官と共に合議体を構成して犯罪事実の認定を行い、量刑、法解釈を行う制度。参審員には任期がある。
採用している国　ドイツ、フランス、イタリアなど
Ⅲ．裁判員裁判の合憲性
Ⅳ．裁判員制度の課題
Ⅴ．検察審査会
(１)検察審査会とは
・選挙権を有する国民の中から選ばれた11人の検察審査員が検察官の不起訴のよしあしを審査する組織。
・検察官の職務の上に一般国民の良識を反映させ、その運営を適正に図ろうとする目的から設けられた。
・全国の地方裁判所の所在地と主な地方裁判所支部の所在地に合計165置かれている。
(２)仕事の内容
・検察官の不起訴処分の当否の審査
犯罪の被害にあった人や犯罪を告訴・告発した人から申立てがあったときに審査を始める。申立てがなくても、新聞記事などをきっかけに審査を始めることもある。
・検察事務に関する建議・勧告
　　検察庁の事務全般について、もし改善すべき点があった場合、その地方検察庁の検事正に対して指摘して改めるよう申し入れをすること。
